
78

水稲種子の老化と発芽生理に関する研究

第1報　採種年次の異なる水稲種子の呼吸量と発芽との

関係について

渡　辺　源　六

（宮城県農試岩沼分場）

1　ま　え　が　き

従丸水稲種子に関する発芽生理および種子の休眠　　呼Z

については，多くの研究者によって解析的究明がなさ

れている。最近は発芽生理を中心とした休眠と貯蔵性，

あるいは休眠に関与する物質の抽出とその消長などに

ついての研究報告がある。

近時，各地に種子の長期貯蔵を目的として，低温貯

蔵が行われているが，これらの種子の呼吸量と発芽速

度との関係，貯蔵の種類による種子の呼吸量と発芽と

の関係，種子の新旧別による呼吸量と発芽との関係，

あるいは呼吸による種子の自己消耗量などについての

実験報告は見当たらない。

長期貯蔵の場合寿命が問題となり，寿命は呼吸量の

大小と深い関係がある。したがって種子の老化の原因

を解き明かすとすれば．呼吸の大小と発芽との関係を

研究することによってその原因を兄いだす糸口となる

ものと思われる。以下その概要を報告する。

2　試．験　方　法

1　供試材料　宮城農試岩沼分場19dP年産および

1970年産ササニシキ，農研く鴻巣）1988年産およ

び1970年産コシヒカリ，短銀坊主（短銀）の5品塩

を供試した。

2　呼吸量の測定法　ワークプルグの検圧計を使用

し，測定温度50℃で実施した。測定試料′は乾燥籾

（11％水分）5才を用いて02の吸収量（qO2）およ

びC02の呼出量（qCO2）を測定した。

5　発芽テスト　50℃，20℃の2段階を設け，恒

温器中で実施した。

5　試験結果および考察

呼吸量についてみると，いずれの品種も採種年次の

早い旧桂子に比べ新種子は高い呼吸量を示　している

（第1囲）。

品種別では新旧種子とも短銀坊主が高く，次いでサ

サニシキ＞コシヒカリの順となっている。とくにコシ

ヒカリは他の2品種より低い呼吸量となっているが，
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第1図　新旧別，品種別の呼吸量
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これは本品踵が長い期間にわたり種子の発芽能力を示

す報告と併せ考えると，貯蔵中の呼吸量が低いので呼

吸基質の消耗が少なく種子の活力低下も少ないので長

く発芽力を保有するものと思われる（第1表）。この

ことから毯子の貯歳上呼吸量の大小と云うことは極め

て重要な要素となっている。

第1表　品種別，新旧別呼吸量

項　 目

生 産 年 次 0 2 C O 2

R q．

0 0 ㌦ 2

品 種 名 （〟ヱ） （〟ヱ）

コシヒカ リ 1 9 6 8 0．2 9 0．2 2 0．7 8

〝 1 9 7 0 0．5 5 0．4 5 0．7 5

ササ ニシキ 1 9 °9 0．9 9 0．4 9 0．4 9

〟 1 9 7 0 1．5 4 0．8 0 0．4 5

短 銀 坊 主 1 9 8 8 1．0 4 0．6 9 0．6 5

〟 1 9 7 0 2．1 0 1．6 0 0．7 8

発芽力についてみると，同様な傾向がみられている。

品種間の発芽力の差異についてみると新種子では短銀

がやや発芽速度が早い傾向がみられたが，発芽率では
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品種間にほとんど差異はみられなかった。しかし，旧

鍾子では，発芽速度，発芽率とも明らかに品種間差異

がみられた○すなわち，発芽力は呼吸量と反対にコシ

ヒカリ＞ササニシキ＞短銀の順であった（第2表）。

第2表　新旧別，品種発芽率，平均発芽日数

項

品 種 名 目

生　 産

年　 次

5 0 ℃ 2 0 ℃

発 芽 率
平 均 発

芽 日 数
発 芽 率

平 均 発

芽 日 数

コシ ヒカリ 1 9 8 8 8 4 5 ．7 4 8 8 8 ．8 0

〝 1 9 7 0 1 0 0 2 ．7 4 9 9 4 ．7 0

ササ ニシキ 1 9 8 9 7 2 5．1 7 8 9 5 ．0 9

〝 1 9 7 0 9 9 2 ．8 7 9 9 4 ．8 7

ス5 °
短 銀 坊 主 1 9 8 8 8 2 4 ．d O ‘ 0

〝 1 9 7 0 1 0 0 2 ．4 1 1 0 0 4 ．1 7

なお，20℃下ではササニシキ，コシヒカリとも旧

種子の発芽率50℃よりやや高くなっている。

発芽力に差異のみられた旧種子について各品種の呼

吸量と発芽率との関係をみると，発芽率，発芽速度と

もに呼吸量と負の相関を示し，桂子の呼吸量の低い品

種は高い発芽力を示している（第2図）。

とくに，コシヒカリは種子の休眠性と関係して種子

の寿命が長いといわれているが，本実験の結果でも他

の2品種に比べ明らかに低い呼吸量を示し，貯蔵中に

おける呼吸基質の消耗が少ないものと考えられる。

本実験の鮭果・短子の呼吸量は品種間に差異があり，
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第2図　呼吸量と発芽率との関係

種子の呼吸量の違いと種子の寿命（発芽力）との間に

は負の相関関係があるものと考えられる。

一九　同一品種の種子の新旧による呼吸量の違いと

発芽力との間には正の相関があり，新しい種子は呼吸

量が高く発芽力も偵向がみられた。

今後さらに多くの品種について種子の呼吸量および

貯蔵法との関係を検討する必要がある。

水および施肥管理による水稲の生育調整

5　地温をらびに土壌Ehが稚苗の活着と初期生育に及ぼす影響

熊野　誠一・金　息
（東北農

1　ま　え　が　き

水管理の持つ意義の一場面として，地温や土療Eh

の制御による水稲の生育調整が期待されるので，稚苗

の活着と初期生育に及ぼすこれら両要因の影響につい

て検討した。

2　試　験　方　法

男・関　寛　三
試）

毎000aポットを用い，ポット当たり20（45年）お

よび22個体（“年）を供試した。土妹は沖積層埴壌

土で，E九の変異幅を大きくするために，4°年度は

とくに移植前25日に所定の添加物を勉理した。

5　試　験　結　果

両年度の結果はほぼ同一傾向であるので，処理区数

が多い48年度結果を主体に報告する。

第1蓑に方法の概要を一括して示した。両年とも　（l）地温について：土壌恒温糟の水温を5℃から50


